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研究成果の概要（和文）：　国内ロシア語教育各機関における教育カリキュラムの質的評価を行い，問題点を明確化，
さらに各機関における語学能力到達度の相互比較を実施した．また全国高校･高専･大学ロシア語学習者1114名を対象に
アンケート「ロシア語とロシア語学習に対する意識調査」を実施，量的･質的分析に基づき学習者の動機づけと学習環
境との相関性観察を行った．国内外でその結果を発表，ロシア語学習者の傾向を明らかにし，ロシア語教育のあるべき
方向性について明確な指針を提示した．
 さらに，カリキュラム･教材開発，指導方法，評価システム，就職関連情報等について，各機関教員の共同利用サイト
『ロシア語教育支援･就職情報』を構築し公開した．　

研究成果の概要（英文）：　In this project, we qualitatively evaluated the educational curriculums of 
institutions in Japan that offer Russian language programs, clarified various issues, and compared the 
institutions in terms of the level of the students' language skill development. We also conducted a 
questionnaire survey of 1,114 students who were learning Russian at high schools and universities. 
Quantitative and qualitative analyses were conducted to reveal the correlation between learners’ 
motivation and learning environment. We presented the survey result in Japan and overseas, explained the 
trends found among Russian language learners, and proposed the ideal direction of Russian language 
education.
 In addition, we developed a website (Information for Russian Language Learning and on Employment 
Opportunities) that provides teaching staff of various institutions with information on curriculum 
teaching material development, teaching methods, evaluation systems, and employment opportunities.

研究分野：人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 日本とロシア連邦･NIS 諸国との経済関
係が急速に緊密化，国内でもビジネス･労働･
観光目的で来日するロシア連邦･NIS 諸国の
人々の数は増加の一途をたどり，官公庁や企
業では外交･通商関係を担う高度なロシア語
運用能力を持つ優秀な人材への需要が高ま
った．また，ロシア語を母語とする在住「外
国人」を多数抱える自治体でも，これら住民
に対する生活･医療面や子育て･教育面での
ケア，労働･人権問題などへの対応が急務と
なっており，「ことばの障壁」をクリアでき
る人材育成が求められるようになった． 
(2) 一方，国内には複数のロシア語専門教育
機関と選択外国語としてロシア語を履修で
きる多数の大学･高等学校が存在するが，各
教育機関間でカリキュラムや到達目標等の
情報交換もなく，指導法開発や授業運営での
経験交流，教材開発等での協力関係も存在せ
ず，ロシア語関係の人材育成という今日の高
まる社会的要請に応え得るには程遠い体制
にあった．さらに，高校･大学間での連携不
備により，高校でのロシア語既習者に対する
大学での教育体制は整備されておらず，また
各都道府県教委と大学機関とのネットワー
クの不在により，高等学校でのロシア語教員
の人材確保が難しくなっている等の深刻な
問題も生じていた． 
(3) こうした現状に対し，2008 年開催の『ロ
シア語教育フォーラム－地域の国際化とロ
シア語教育の必要性－』で「今日の情勢下で
必要とされるロシア語関係の人材育成に向
け，教育機関･行政･企業の相互連携と人的ネ
ットワーク形成が不可欠である」との認識が
示され，またフォーラム開催に先立ち，研究
代表者が中心となり日本海沿岸，北海道地域
を中心にロシア語教育機関･行政･企業のヒ
アリング調査を実施，実態調査と現状の問題
点についてデータ収集が行われていた． 
(4) ロシア語教育専門機関である大阪大学
外国語学部ロシア語専攻では，2008-2010 年，
科学研究費補助金助成により「国際基準」に
準拠したロシア語総合試験開発を行い，到達
度評価システムに基づくカリキュラム策定，
成績評価等をすでに稼働させていた．ロシア
語教育における国内初のスタンダードモデ
ルとなったこの成果は，本研究課題の基盤整
備となる，各機関での教育カリキュラムの到
達度評価に基づいた質的評価，機関相互のレ
ベル比較という作業において重要な指針と
して継承発展できるものであった． 

２．研究の目的 
本研究は，一貫教育システムを展望した大

学間，高等学校－大学間ロシア語教育ネット
ワーク確立 という目的達成に向け， 
(1) 国内各ロシア語教育機関における現行
教育体制･カリキュラムについて情報収集，
大阪大学ですでに開発された国際基準準拠，
客観的評価システムに基づく総合試験等を
参考に語学能力到達度調査を行い，それらの

結果データの分析もふまえて，各機関におけ
る教育カリキュラムの特色･独自性の質的評
価と問題点の明確化，語学能力到達度の相互
比較を行い， 
(2) (1)の分析結果を踏まえ，カリキュラム
策定や教材，指導方法，評価システム等につ
いて，各機関間で必要な情報のスムーズな流
れを作り，それら項目についての共同研究･
開発が可能な連携･協力体制を確立し， 
(3) 中等･高等一貫のロシア語教育体制を視
野に入れ，各教育主体の特色･独自性を活か
しつつ，専攻と非専攻，高校と大学等，到達
目標や教育システムごとに，スタンダードモ
デルとしての語学教育･学習プログラムを策
定すべく，その基盤整備を行い， 
(4) 行政･企業･教育委員会に対するアンケ
ート･ヒアリング調査を行い，求められてい
るロシア語関係人材の具体像を明らかにし，
これらの組織と教育機関との間での常時ア
クセス可能な人材連携ネットワーク確立に
向け，その基盤整備を行うことを目的とする．
(5) 本研究の成果として予定される大学間，
高等学校－大学間ロシア語教育ネットワー
クの確立は，① カリキュラム策定，教材，
指導方法等に関する最新の情報の共有と共
同研究･開発を可能とし，各教育機関での「国
際性」「透明性」をもち，相互レベル比較が
可能な教育プログラム作成へと道を開く．そ
のことで ② 中等･高等教育，専攻･非専攻教
育相互間で，到達度レベルに基づく横断的な
教育プログラムの連携･分業が可能となり，
将来的に，一貫教育システムを見すえた国内
ロシア語教育体制の枠組み作りに展望を開
く．また，③ 各教育機関の教育内容の特色，
ロシア語言語能力レベルの到達目標が明示
化され，行政･企業･教育委員会等との間で常
時アクセス可能な人材連携ネットワークを
確立することができれば，教育機関の出口と
ロシア語関係人材を求める組織の入口をバ
ランスよくつなぎ，人材の各職業分野への適
正配置を促すことが可能となる．さらには 
④ 中等教育機関のロシア語教員養成とその
採用についても，組織的な道筋を作る手立て
となる． 

３．研究の方法 
(1) 先行研究の整理と情報共有－外国語教
育スタンダード（過去の調査･研究によって
蓄積した CEFR (Common European Framework 
of Reference for Languages), ALTE (Association 
of Language Testers in Europe), アメリカの
National Standars や ACTFL=アメリカ外国語
教育協議会をはじめとする国内外の外国語
教育スタンダードに関する情報），到達度評
価制度と能力検定試験（ロシア連邦教育科学
省主催ロシア語能力検定試験  (Test of 
Russian as a Foreign Language = TORFL)，さら
には大阪大学ロシア語専攻が開発した独自
の到達度目標に基づくロシア語総合試験等），
カリキュラム策定等に関する情報･先行研究
の整理と情報共有を実施． 



(2) 各教育機関のロシア語教育システム･カ
リキュラムにおける問題点の整理と明確化
－ロシア語教育機関における教育システム･
カリキュラムに関する詳細情報を収集しデ
ータ入力･まとめを行い，それらの質的評価
を踏まえ，それぞれの教育主体がめざす教育
目標を実現し，特色，独自性を最大限活かす
ためにどのような改善が必要であるか，すで
に検討された分析枠組みを使い，現行システ
ムにおける問題点の分析，整理･明確化をそ
れぞれの教育機関で実施． 
(3) 語学能力到達度調査テスト実施，調査結
果のデータ化と比較分析－カリキュラム･学
習期間とロシア語能力到達度との相関性調
査を目的として，教育機関の実情に合った調
査用テストを作成，実施し，各機関で調査結
果をデータ化．それらについて各機関の分析
結果をもとに，組織横断的な比較分析を実施．
比較分析項目は次の通り． 
・学習期間と能力到達度との相関性 
・カリキュラムと言語知識･技能領域（文法･

語彙力，読解力，聴解力，作文力，口頭発
表力）ごとの到達度との相関性 

・教育システムの特色と能力到達度の相関性 
(4) 全国大学･高専･高校機関でロシア語を
第 2外国語として学ぶ学習者及び担当教員に
対する大規模アンケート調査を実施．動機づ
け理論である自己決定理論，期待･価値理論
に基づく質問，及び基本的心理的欲求の充足
度，自律学習能力を測る質問への回答につい
て，統計手法を用いた量的分析・質的分析に
より，学習者の動機づけと学習環境との関係
を明らかにし，シラバス，教材を含めた教育･
学習環境改善への方向性を確立する． 
(5) 教育理論の学問的成果紹介やカリキュ
ラム･教材開発スキル，授業活動の展開等を
示した指導方法等を掲載した，常時アクセス
可能な全国ロシア語教育機関の共同利用サ
イトを構築し，教員間のネットワークをより
緊密で有機的なものに組織化する．当サイト
にはロシア関連就職情報提供のコンテンツ
も掲載することで，教育機関の出口とロシア
語関係人材を求める組織の入口をバランス
よくつなぎ，人材の各職業分野への適正配置
を促すことを可能にする． 
(6) 1～5 に挙げた項目について，専門家を招
聘した研修会，研究報告・意見交換のための
研究会，研究成果発表と討論のためのシンポ
ジウムを開催し，活動内容・成果をまとめた
研究報告書を上梓する． 

４．研究成果 
(1) ロシア語能力検定試験（東京ロシア語学
院主催），ロシア語検定試験（ロシア教育科
学省主催）等，各種検定試験の試行に基づき，
カリキュラム･学習期間とロシア語能力到達
度との相関性調査を実施，国内ロシア語教育
機関における教育カリキュラムの到達度評
価に基づく質的評価，問題点の明確化，語学
能力到達度の相互比較･検討をを行った． 
(2) 6 言語の研究者による科研プロジェクト

「新しい言語教育観に基づいた複数の外国
語教育で使用できる共通言語教育枠の総合
研究」（基盤研究 (A)，課題番号：23242039）
との共同事業として，2012-2013 年度に全国
の高校･高専･大学のロシア語学習者（第 2 外
国語）1114 名へのアンケート「ロシア語とロ
シア語学習に対する意識調査」を実施． 
① 2013 年度に質問 1（自己決定理論に基づ
く動機づけ分析），質問 2（期待価値理論に基
づく動機づけ分析）について全体的な統計分
析と合わせ，a) 学部系統別，b) 学年別分析
を実施．また質問 3（選択理由の自由記述回
答）についてもキーワードのカテゴリー化を
ベースとした量的･質的分析を実施．学習者
の動機づけと学生の専門領域，学年，履修規
定等との相関性について考察をまとめた． 
② 2014 年度には 2013 年度に行った第 1 次，
第 2 次分析を踏まえ，質問 4,5 の回答結果に
ついて 1) 基本的心理的欲求と自律学習能力
との関係，2) 基本的心理的欲求と学習環境と
の関係，3) 自律学習能力と学習環境との関係 
等に関して，さらなる詳細な分析を行い，各
機関・教育カリキュラムの質的評価，問題点
の明確化を行った． 
(3) 上記の分析結果について，2013年 11月，
日本ロシア文学会第 63 回大会（於東京大学）
にて「＜コロキウム－報告と討論＞全国 6 言
語アンケート調査結果（中間報告）とロシア
語学習者の傾向」，2014 年 11 月，本ロシア文
学会第 64 回大会（於山形大学）にて「＜コ
ロキウム－報告と討論＞全国６言語アンケ
ート調査結果（最終報告）とロシア語教育の
方向性」を開催．アンケート分析結果を踏ま
え，学習環境と学習者の基本的心理的欲求と
の関係を焦点に意見交換し，語学教育･学習
プログラムのスタンダードモデルのあるべ
き姿の展望，策定に向けての具体的道筋につ
いて議論を深めた．また，第 13 回国際会議｢世
界文化の中におけるロシア語とロシア文学」
（国際ロシア語･ロシア文学教師協会主催，
於：スペイン）にて，アンケート「ロシア語
とロシア語学習に対する意識調査」全項目に
関する分析を総括発表（9 月）．日本のロシア
語学習者の傾向を明らかにし，各国ロシア語
教育者と議論，意見交換を行った． 
(4) (1),(2) の共同作業，分析結果により，
各高校･高専･大学が抱える問題点を相互共
有することが可能になり，カリキュラム策定
や教材，指導法，評価システム等について，
各機関の間でそれぞれが必要とする情報の
スムーズな流れを作り出した． 
(5) 教育理論の学問的成果紹介やカリキュ
ラム･教材開発スキル，具体的な授業活動の
展開等を示した指導方法，さらにはロシア関
連就職情報提供をその内容とする各機関の
共同利用サイト｢ロシア語教育支援･就職情
報 http://kyoiku-ru.org/｣構築を完成，2015 年 3
月に公開した． 
(6) 以下の各種セミナー，研修会を開催した． 
① 到達度評価，カリキュラム策定等に関す



る英語教育の専門家，言語テスト客観評価法
の専門家を招き，国内ロシア語教員を対象と
したセミナーを 2011 年 8 月に開催（於富山県）． 
② 2011 年 10 月（於慶應大学），シンポジウ
ム「ロシア語発 外国語教育連携の時代へ－
生涯教育から外国語教育を考える－」を開催．
言語共通参照枠，自律学習，生涯教育等を専
門にするフランス語，ドイツ語，中国語，ロ
シア語の研究者をパネラーとして招聘し，中
等･高等一貫の語学教育体制の確立に向け，
到達目標や教育システムごとのスタンダー
ドモデルとしての語学教育･学習プログラム
をいかに策定していくか，現状の問題点と今
後の方策について議論を行った． 
③ 2012 年 12 月（於東京外国語大学），「各教
育機関におけるロシア語教育目標とカリキ
ュラム立案に向けての調査結果」と題する活
動報告会を開催．各研究分担者，研究協力者
が独自にそれぞれの機関でのアンケート回
答データを分析し，それに基づいたより具体
的なカリキュラム立案，教育目標策定への方
向性を打ち出した． 
④ カリキュラム策定，教材，指導方法の共
同研究･開発に向け，2013年 9月（於岩手県），
語学教育の最新の知見を持つ専門家を講師
に招いて研修会を開催． 
⑤ 2014 年 9 月（於新潟県立大学），カリキュ
ラム策定，教材，指導方法の共同研究・開発
に向け，語学教育の最新の知見を持つ専門家
を講師に招いて研修会「隣語を通じて「つな
がる」言語教育 ―中国語、韓国語、ロシア
語の取り組み―」を開催． 
⑥ 2015 年 9 月（於大阪大学），セミナー｢外
国語教育における授業デザインワークショ
ップ：ユニット案を開発する（実践編）｣を
開催．国際文化フォーラム主催｢『外国語学
習のめやす』マスター研修｣参加者の報告を
受け，カリキュラム開発の流れ等についてグ
ループワークによる研修会を実施． 
⑦ 2015 年 12 月（於大阪大学），教育ネット
ワークがもたらした成果，アンケート調査分
析結果によって明らかになった，全国ロシア
語教育機関における教育体制･カリキュラム
の現状と問題点，展望，ロシア語教育支援・
就職情報サイト開設に至る経過報告とその
成果等，5 年間の科研事業の全成果を発表す
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